
平成３１年度 長野市立 信 更 中 学 校 グ ラ ン ド デ ザ イ ン ～小中連携、地域連携を核とした学校づくりの設計図～
校長の願い… ⑴地域の特色と、きめ細かな少人数指導を活かした、学校・地域発の魅力ある学

校づくりをしたい。⑵グローバルな視点を持ちながら、故郷への愛着心や誇りとともに思いやりの心を持ち、

コミュニケーション能力を高める生徒を育てたい。
そのために…

１ 確かな学力
→言語活動（特に書くこと、話し合うこと）を通して、生徒一人ひとりの可能性を引き出し 、

育ちの具体を蓄積することで伸ばす自己表現力（思考力、判断力、表現力等）。→重点１

２ キャリア学習の充実と地域・社会連携
→地域、生徒とともにつくる「信更学」の充実→重点２

３ 生徒の内発的な力を活かした安心で居心地のよい学校

→誰かの役に立っているという自覚を育てるすずらんプランの推進→重点３

４ 小中連携と情報活用力育成の推進→重点全般

＜地域からの信頼こそ最大の危機管理＞ 1 年 ２ 年 ３ 年

取組の重点１ ：言語活動を通して養う自己表現力

（思考力、判断力、表現力等）

①学び合い
友に聞くこと、伝わる言葉で話すことで表現する

②しんこうノートづくり
書くことで思考・判断したことを表現する

取組の重点２ 体験（感じる）と探求（つきとめる）によ

る自分探しのための新領域

チャレンジ ！！信更学

信更の人、もの、ことと出会い直し、地域

の将来を考えるとともに、様々なキャリア体

験を積んで自分の生き方を見つけます。

取組の重点３ 自己存在の肯定は誰かの役に立って

いるという自覚から…

生徒力を活かすすずらんプラン

生徒会の自治活動や生徒による手作り

の人権集会を通して、仲間や地域に役に

立っている自分を自覚し、生徒自身がい

じめのない安心で居心地のよい学校を

つくります。

生徒の言語活動（特に書くこと、話し合うこと

の場面）を設定することで、思考力、判断力、

表現力等を育てます。

また、生徒の発する“ことば”（事実）から、き

め細かく生徒の育ちを評価し、学力向上に努

めます。（学年公開による授業研究）

河合さんとつくる信更ブランド「やまのぶリンゴ」 つがる シナノドルチェ シナノスウィート

課題：信更地域が大切にしてきたひと、もの、ことにはどんな願い

が込められているのだろうか？

探求すること：地域のひとが大切にしてきたひと、もの、ことや、そ

れらに託された地域の人々の願い調べ

体験すること：風習・祭り体験、選果場見学（職場見学）信更花の

里での作業など

ふるさと信更を知って、 地域のもつ課題を追究し、

課題：「やまのぶ」ブランドのリンゴは守れるのだろうか？

探求すること：人口の減少や学校の統合、高齢化、基幹産業の

減衰退等地域の抱える課題発見

体験すること：信更地域での職業体験、保育体験や保育園との

（家庭科）交流、リンゴ栽培、信更花の里での作業など

地域のためにできることを考える

課題：地域のために私ができることは何だろうか?

探求すること：積み重ねてきたキャリア体験や河合さんとのリ

ンゴ作り等を通して、自分が地域にできることを考える

体験すること：裁判所等の見学、信更夏祭への参加

花摘み 摘果 下草刈り 葉摘 収穫 収穫したリンゴの活用 など

〔主なキャリア学習〕

○社会見学

○信更ブランド「やまのぶリンゴ」の栽培と流通の学習

○高校の先生や卒業生による進路講話、受験体験講話

〔主なキャリア学習〕

○職場見学

・福祉施設訪問

・やまのぶリンゴ選果場見学
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〔主なキャリア学習〕

○職場体験学習（3日間）

○信更保育園での保育体験、園児との交流（家庭科）

○自分の生き方を振り返る立春式

② しんこうノート きれいなノートから 考えるノートへ 使えるノートへ

し・・じぶんの考えを

ん・・ん？疑問や気付きを書き込んで

こ・・答えや結果の根拠を発見し

う・・写すノートから考えるノートへ

○教師によるきめ細かな添削と励まし

○生徒の表現したものから育ちを評価

〇Ｐ・Ｃ調査、ＮＲＴ調査、生徒アンケートの活用

書くこと＝自分を整理すること、そのままでは消えてしまうもやもやとした「感じ」や「思い」にカタチを与えること、自分にも他者にも自分が見えるようにすること＝思考力、判断力、表現力等の総体

① 書くこと、考え話し合うこと

を重視した学び合いの取組

小中連携教育プロジェクト、 全職員による生徒理解、教育相談の充実、 相談窓口の設置（校内３カ所） など

生活の様子を知る日常的な授業参観、保護者の願いや思いを共有する学級ＰＴＡ、三者懇談会、家庭訪問や懇談会などによるきめ細かな情報交換

いじめ・不登校などの未然防止に向けたスクールカウンセラー等による面談, 外部機関との連携、 学校評価の活用、 情報モラル教育講演 など

「信更学」での講師、ボランティア協力、学校関係者会議（住民自治協議会、ＰＴＡ、同窓会、学校運営委員会、民生児童委員会等)への学校説明会、保育園実習などの保小中連携事業など

〔1年生がすすめるすずらんプラン〕

○生徒会スローガン実現に向けた日常生活の振り返り

○新入生を迎える中学校１日体験、学校説明会の企画・運営

〔２年生がすすめるすずらんプラン〕

○生徒会スローガン実現に向けた日常生活の振り返り

○周りの人への感謝と自己の生き方を見つめる立春式

〔３年生がすすめるすずらんプラン〕

○信更中人権宣言を柱とする「人権生徒集会」の企画・運営

○生徒会による「いじめアンケート」

○挨拶運動と生活向上旬間の取組

○生徒会スローガン実現に向けた日常生活の振り返り

○泉の園（公衆トイレ）清掃
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学校教育目標 『自律』 『共生』 『発信』

めざす生徒像 ○自らを律し、ねばり強く取り組む生徒 重点活動 ○学び合い・しんこうノートづくり

○共に認め合い、共に磨き合える生徒 ○信更型キャリア教育（信更学）

○自分の思いや考えを伝えることのできる生徒 ○生徒会による人権学習（すずらんプラン）

地域の願い

○ふるさと「信更」を胸を張って語れる生徒を育ててほしい。

○小規模校のよさを生かした教育を行ってほしい。

○中学校が地域に活力を与える存在になってほしい。

伝統の学校生活基盤

①みいむき清掃

②マラソン

③信更坂での挨拶

④くつ揃え

長 距 離 記 録 会 【体力の向上】

長野市 「第二期しなのきプラン」との関連項目

自分自身や信更の人、もの、こととの出会い直し

長野市教育の基本理念 明日を拓く深く豊かな人間性の実現


